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(57)【要約】
【課題】アンテナの送受信性能を向上させることができ
る画像形成装置を提供する。
【解決手段】装置本体２の前面側に操作部３０が設けら
れている複合機１であって、外部と通信するアンテナ部
４２が、操作部３０に設けられている、という構成を採
用する。
【選択図】図３



(2) JP 2015-46830 A 2015.3.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体の前面側に操作部が設けられている画像形成装置であって、
　外部と通信するアンテナ部が、前記操作部に設けられている、ことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記アンテナ部は、前記操作部において互いに異なる位置に設けられた第１アンテナ及
び第２アンテナを有する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第１アンテナ及び第２アンテナは、前記操作部において互いに異なる向きで設けら
れている、ことを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記第１アンテナ及び前記第２アンテナのいずれか一方から前記通信を行わせるアンテ
ナ切替部を有する、ことを特徴とする請求項２または３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記操作部の水平面に対する角度を調整する角度調整部を有する、ことを特徴とする請
求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記操作部の前記角度に応じて、前記アンテナ切替部を動作させる制御部を有する、こ
とを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記アンテナ部は、前記操作部の操作キー基板にパターニングされたマイクロストリッ
プアンテナを有する、ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の画像形成装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子機器の無線ＬＡＮ化が進んでおり、画像形成装置においてもアンテナを設け
て画像情報等の無線のやり取りが行われている。特許文献１には、このようなアンテナを
備える画像形成装置が開示されている。この画像形成装置においては、プリンタユニット
の背面側に制御ユニットを有し、この制御ユニットにアンテナが設けられている（特許文
献１の図９及び図１０参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２０１１７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、画像形成装置のような大型の産業機械においては、装置本体の背面側に機械
的な駆動機構（給紙機構や現像機構の回転軸）を支えるための金属フレームを有している
場合が多く、上記従来技術の制御ユニットもこの金属フレームに支えられているものと考
えられる。
　しかしながら、電波の波長より十分大きな金属フレームを有している大型機械に、無線
ＬＡＮのアンテナを接続する場合には、その金属フレームにより装置本体自体が電波の遮
蔽物となってしまう場合がある。この場合、例えば装置本体の上面にアンテナを設置し、
設置場所の天井にアクセスポイントを配置することによって改善することが考えられる。
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しかし、複合機等においては、上面は自動原稿送り装置（ＡＤＦ）等の開閉操作をするた
め可動する部分となっており、装置本体の上面に外部アンテナを取り付けることができな
い、といった制約がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、アンテナの送受信性能を向上させ
ることができる画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明は、装置本体の前面側に操作部が設けられている
画像形成装置であって、外部と通信するアンテナ部が、前記操作部に設けられている、と
いう構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、装置本体の前面側に設けられている操
作部にアンテナ部があるため、装置本体の背面側にある金属フレームによる電波遮蔽の影
響を低減できる。また、装置本体の前面側は、通常、駆動機構をメンテナンス等するとき
に大きく可動する開閉扉があり、取り付けの制約があるが、操作部であればこのような制
約はない。
【０００７】
　また、本発明では、前記アンテナ部は、前記操作部において互いに異なる位置に設けら
れた第１アンテナ及び第２アンテナを有する、という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、電波状況（例えば、電波強度）に応じ
て位置が異なる第１アンテナ及び第２アンテナを使い分けることができる。
【０００８】
　また、本発明では、前記第１アンテナ及び第２アンテナは、前記操作部において互いに
異なる向きで設けられている、という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、電波状況（例えば、電波の指向性）に
応じて向きが異なる第１アンテナ及び第２アンテナを使い分けることができる。
【０００９】
　また、本発明では、前記第１アンテナ及び前記第２アンテナのいずれか一方から前記通
信を行わせるアンテナ切替部を有する、という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、アンテナ切替部があることで設置場所
周辺の電波状況に応じて、操作部におけるアンテナ位置を切り替えることができる。
【００１０】
　また、本発明では、前記操作部の水平面に対する角度を調整する角度調整部を有する、
という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、アンテナ部を設けた操作部の水平面に
対する角度を調整することができる。
【００１１】
　また、本発明では、前記操作部の前記角度に応じて、前記アンテナ切替部を動作させる
制御部を有する、という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、操作部の水面に対する角度の調整によ
り、例えば電波強度が第１アンテナよりも第２アンテナの方が有利になった場合には、自
動的に第２アンテナにアンテナ位置を切り替えることができる。
【００１２】
　また、本発明では、前記アンテナ部は、前記操作部の操作キー基板にパターニングされ
たマイクロストリップアンテナを有する、という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、操作キー基板にアンテナが一体的に形
成されるため、アンテナに関する部品点数を削減し、部品コスト・組み立て工数を削減す
ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明によれば、アンテナの送受信性能を向上させることができる画像形成装置が得ら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態における複合機の要部構成を示す正面透視図である。
【図２】本発明の第１実施形態における複合機の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態における装置本体に対する操作部とアンテナ部と制御部と
の配置を説明するための図である。
【図４】本発明の第１実施形態における操作部に設けられたアンテナ部の構成図である。
【図５】本発明の第１実施形態におけるアンテナ切替部の構成図である。
【図６】本発明の第２実施形態における操作部の側面図である。
【図７】本発明の第２実施形態におけるアンテナ切替部の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の一実施形態について説明する。なお、以下では、
本発明に係る画像形成装置として、コピー機、プリンター及びファクシミリ等の機能を併
せ持つ複合機を例示して説明する。
【００１６】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態における複合機１の要部構成を示す正面透視図である。
図２は、本発明の第１実施形態における複合機１の機能ブロック図である。これらの図に
示すように、複合機１は、印刷部（画像形成部）１０と、原稿読取部２０と、操作部３０
と、通信部４０と、制御部５０とを備えている。印刷部１０、通信部４０及び制御部５０
は、装置本体２の内部に収容されている。また、原稿読取部２０は、装置本体２の上面側
に設けられている。また、操作部３０は、装置本体２の前面側に設けられている。
【００１７】
　印刷部１０は、制御部５０による制御の下、印刷用紙に画像を印刷して印刷物として出
力するものであり、給紙部１１、トナー画像形成部１２、定着部１３及び排紙トレイ１４
等を備えている。給紙部１１は、定型の印刷用紙を複数枚（例えば、数十枚程度）収容可
能であると共に、複合機１の正面から引出し可能な給紙カセット１１ａを複数備えている
。給紙カセット１１ａの各々に収容された印刷用紙のうちの最上位の印刷用紙は、ピック
アップローラー１１ｂの駆動によって繰り出されてトナー画像形成部１２へ搬送される。
【００１８】
　トナー画像形成部１２は、印刷すべき画像に応じたトナー画像を印刷用紙に形成するも
のであり、感光体ドラム１２ａ、露光部１２ｂ、現像部１２ｃ及び転写部１２ｄ等を備え
ている。感光体ドラム１２ａは、印刷すべき画像に応じた静電潜像が形成されると共に、
現像されたトナー画像を担持する円筒形の感光体である。露光部１２ｂは、感光体ドラム
１２ａの表面に静電潜像を形成するためのレーザー光を感光体ドラム１２ａに照射する。
現像部１２ｃは、静電潜像が形成された感光体ドラム１２ａにトナーを供給することによ
り、静電潜像を現像してトナー画像にする。転写部１２ｄは、感光体ドラム１２ａに担持
されているトナー画像を、給紙部１１から搬送されてきた印刷用紙に転写する。
【００１９】
　定着部１３は、トナー画像形成部１２によって印刷用紙に転写（形成）されたトナー画
像を加熱及び加圧して印刷用紙に定着させた後、当該定着処理後の印刷用紙を所望の画像
が印刷された印刷物として排紙トレイ１４へ排出（出力）する。排紙トレイ１４は、定着
部１３から出力される印刷物を溜め置きするための部位であり、印刷部１０の上部に設け
られている。
【００２０】
　原稿読取部２０は、制御部５０による制御の下、ユーザーにセットされた原稿を読み取
り、その原稿の画像（原稿画像）を示す原稿画像データを生成して制御部５０に出力する
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ものであり、ＡＤＦ（自動原稿送り装置）２１、キャリッジ２２、原稿台２３及び原稿読
取スリット２４等を備えている。ＡＤＦ２１は、読み取りを行うべき原稿を順次自動給紙
する装置である。キャリッジ２２は、露光ランプ及びＣＣＤ（Charge Coupled Device）
センサー等を搭載しており、ＡＤＦ２１によって順次給紙される原稿、或いは原稿台２３
にセットされた原稿を読み取る。
【００２１】
　具体的に、原稿台２３にセットされた原稿を読み取る場合には、キャリッジ２２は、原
稿台２３の長手方向に移動しながらＣＣＤセンサーにより原稿を読み取る。これに対し、
ＡＤＦ２１から給紙される原稿を読み取る場合には、キャリッジ２２は、原稿読取スリッ
ト２４に対向する位置（原稿読取スリット２４の下方の位置）において、ＡＤＦ２１から
順次給紙される原稿を、原稿読取スリット２４を介してＣＣＤセンサーにより読み取る。
【００２２】
　操作部３０は、ユーザーによる操作に応じた信号（操作信号）を制御部５０に出力する
と共に、制御部５０による制御に応じて複合機１の状態を示す情報等の各種情報を表示す
るものであり、操作キー３１及び操作表示部３２を備えている。操作キー３１は、コピー
スタートキー、コピーストップ／クリアキー、テンキー（数値入力キー）及び機能切替キ
ー等のハードキーである。なお、機能切替キーとは、複合機１で実現されるコピー機能、
プリント機能、スキャン機能及びファクシミリ機能の各々をユーザーが使用する場合に、
各機能の動作モードへ複合機１を切り替える為のキーである。
【００２３】
　操作表示部３２は、制御部５０による制御の下、所定の画像を表示するディスプレイと
、このディスプレイの表示画面上で為された操作に応じた操作信号を制御部５０に出力す
る位置入力装置とを備えている。なお、ディスプレイは、例えば液晶パネル或いは有機Ｅ
Ｌパネルである。また、位置入力装置は、例えばディスプレイの表示画面に対向配置され
たタッチパネルであり、上記操作信号としてユーザーに押下された部位の座標を示す信号
を出力する。
【００２４】
　通信部４０は、相手先ファクシミリやパーソナルコンピューター等の外部機器との通信
を行うものであり、有線通信部４１及びアンテナ部（無線通信部）４２を備える。有線通
信部４１は、例えば、公衆電話回線に接続されて相手先ファクシミリとの間で通信を行う
。アンテナ部４２は、例えば、無線ＬＡＮ（Local Area Network）アンテナを備えて、Ｌ
ＡＮに接続されたアクセスポイントを介して、同じくＬＡＮに接続されたパーソナルコン
ピューター等の端末装置との間で通信を行う。
【００２５】
　制御部５０は、操作部３０から入力された操作信号、及び通信部４０を介して外部機器
から受信した信号に基づいて、複合機１の全体動作を統括制御する。制御部５０は、内部
メモリ、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、及び他の各部とのデータ授受を行う各種
入出力インターフェース回線等から構成される。
【００２６】
　図３は、本発明の第１実施形態における装置本体２に対する操作部３０とアンテナ部４
２と制御部５０との配置を説明するための図である。
　図３に示すように、制御部５０は、装置本体２の背面側に配置されている。装置本体２
の背面側には、上述した印刷部１０の給紙機構や現像機構の回転軸を支えるための金属プ
レート３が設けられている。制御部５０は、この金属プレート３の背面側に設けられてい
る。
【００２７】
　装置本体２では、金属プレート３やその他必要な強度部材以外の部分（例えば外部筐体
）が、軽量化、低コスト化等の理由によりプラスチックによって形成されている。操作部
３０の部分についてもこのような理由により、プラスチックで外部筐体が形成されている
。図３に示すように、操作部３０は、装置本体２の前面側に配置されている。アンテナ部
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４２は、装置本体２の前面側に配置された操作部３０の筐体内部に設けられている。アン
テナ部４２は、装置本体２の背面側から前面側に渡って配線された同軸ケーブル４によっ
て、制御部５０と接続されている。
【００２８】
　図４は、本発明の第１実施形態における操作部３０に設けられたアンテナ部４２の構成
図である。
　図４に示すように、アンテナ部４２は、操作部３０の外部筐体の中に設けられた第１ア
ンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂを有する。第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４
３Ｂは、マイクロストリップアンテナである。第１アンテナ４３Ａは、操作キー３１の機
能切替キーの操作キー基板３３Ａにパターニングされている。また、第２アンテナ４３Ｂ
は、操作キー３１のテンキーの操作キー基板３３Ｂにパターニングされている。
【００２９】
　第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂは、操作部３０において互いに異なる位置
に設けられている。具体的には、第１アンテナ４３Ａが、操作表示部３２を挟んだ一方側
（図４において右側）に配置された操作キー基板３３Ａに設けられており、第２アンテナ
４３Ｂが、操作表示部３２を挟んだ他方側（図４において左側）に配置された操作キー基
板３３Ｂに設けられている。また、第１アンテナ４３Ａは、操作キー基板３３Ａの左寄り
にパターニングされており、第２アンテナ４３Ｂは、操作キー基板３３Ａの右寄りにパタ
ーニングされている。
【００３０】
　また、第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂは、操作部３０において互いに異な
る向きで設けられている。具体的には、第１アンテナ４３Ａが、操作キー基板３３Ａにお
いて操作部３０の長手方向（図４において左右方向）に沿って延在して設けられており、
第２アンテナ４３Ｂが、操作キー基板３３Ｂにおいて操作部３０の短手方向（図４におい
て上下方向）に沿って延在して設けられている。
　このように、第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂは、操作部３０においてでき
るだけ離間するように設けられ、且つ、互いに直交する向きで設けられている。
【００３１】
　本実施形態では、第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂのいずれか一方から通信
を行わせるアンテナ切替部４４が設けられている。アンテナ切替部４４は、同軸ケーブル
５Ａを介して第１アンテナ４３Ａと接続され、また、同軸ケーブル５Ｂを介して第２アン
テナ４３Ｂと接続され、さらに、同軸ケーブル４を介して制御部５０と接続されている。
アンテナ切替部４４は、同軸ケーブル４に対する接続を、同軸ケーブル５Ａあるいは同軸
ケーブル５Ｂに切り替えることで、第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂのいずれ
か一方から通信を行わせるようになっている。
【００３２】
　図５は、本発明の第１実施形態におけるアンテナ切替部４４の構成図である。
　図５に示すように、アンテナ切替部４４は、回転式切替器４５と、切替用レバー４６と
、を有する。回転式切替器４５は、同軸ケーブル４，５Ａ，５Ｂが接続される固定部４７
と、導波路を同軸ケーブル５Ａ，５Ｂに切り替えるための回転部４８と、を有する。回転
部４８は、円柱状になっており、固定部４７に対してその中心軸周りに回転可能に設けら
れている。この回転部４８には、同軸ケーブル４，５Ａを接続するための配線４９Ａと、
同軸ケーブル４，５Ｂを接続するための配線４９Ｂと、が設けられている。
【００３３】
　切替用レバー４６は、一端部が回転部４８に接続されている押し引きレバーである。切
替用レバー４６の一端部は、回転部４８の中心軸から離間した位置に接続されており、レ
バーの押し引きにより回転部４８に回転トルクを与えることができるようになっている。
一方、切替用レバー４６の他端部は、操作部３０の外部筐体から突出しており、ユーザー
が操作可能となっている。本実施形態では、図５（ａ）に示すように切替用レバー４６を
押し込んだときに、同軸ケーブル４，５Ｂが接続されて導波路が第２アンテナ４３Ｂに切
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り替えられ、一方で、図５（ｂ）に示すように切替用レバー４６を引き出したときに、同
軸ケーブル４，５Ａが接続されて導波路が第１アンテナ４３Ａに切り替えられる。
【００３４】
　続いて、上記構成の複合機１における無線ＬＡＮ通信に係る作用について説明する。
【００３５】
　複合機１においては、図３に示すように、主たる画像処理や入出力インターフェースを
制御する制御部５０が、装置本体２の背面側に配置されている。複合機１のように、装置
本体２が大きいものは、印刷部１０の給紙機構や現像機構の回転軸を支えるための金属プ
レート３が背面側に設けられており、それが電波遮蔽物となって、電波指向性が制約され
る可能性がある。このため、本実施形態の複合機１では、制御部５０のトランシーバー回
路に接続するアンテナ部４２については、装置本体２の背面側から同軸ケーブル４にて引
き出し、電波遮蔽物（金属プレート３）から離れた位置に配置している。
【００３６】
　本実施形態では、装置本体２の前面側に操作部３０が設けられており、外部と通信する
アンテナ部４２が、操作部３０に設けられている。この構成によれば、装置本体２の前面
側に設けられている操作部３０にアンテナ部４２があるため、装置本体２の背面側にある
金属プレート３による電波遮蔽の影響を低減できる。また、装置本体２の前面側は、通常
、駆動機構をメンテナンス等するときに大きく可動する開閉扉があり取り付けの制約があ
るが、操作部３０であればこのような制約はない。さらに、操作部３０にアンテナ部４２
を内蔵することで、複合機１の外観を損ねずに、機器内部にアンテナ部４２を配置するこ
とができる。
【００３７】
　また、アンテナ部４２は、図４に示すように、操作部３０の操作キー基板３３Ａ，３３
Ｂにパターニングされたマイクロストリップアンテナ（第１アンテナ４３Ａ及び第２アン
テナ４３Ｂ）を有する。この構成によれば、操作キー基板３３Ａ，３３Ｂにアンテナが一
体的に形成されるため、アンテナに関する部品点数を削減し、部品コスト・組み立て工数
を削減することができる。また、複合機１の構造的に電波遮蔽する金属部分が少ない、す
なわち外部筐体及び操作キー基板３３Ａ，３３Ｂが樹脂製の操作部３０に、アンテナを内
蔵することによって、安価な構造のアンテナパターンでも、送受信性能を向上できる。
【００３８】
　また、本実施形態では、第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂのいずれか一方か
ら通信を行わせるアンテナ切替部４４を有する。この構成によれば、アンテナ切替部４４
があることで設置場所周辺の電波状況に応じて、操作部３０におけるアンテナ位置を切り
替えることができる。本実施形態のアンテナ切替部４４によれば、切替用レバー４６を押
し引きすることで、操作部３０の左右に配置した第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４
３Ｂのどちらかに切り替えることができる。
【００３９】
　したがって、複合機１では、電波状況（例えば、電波強度や電波の指向性）に応じて、
位置が異なる第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂを使い分け、また、向きが異な
る第１アンテナ４３Ａ及び第２アンテナ４３Ｂを使い分けることができる。このように、
複合機１は、装置本体２が大きく金属部分が多いため、操作部３０に複数のアンテナを内
蔵し、これを容易切り替えられるようにしておくことで、設置場所に適した受信性能を得
る事ができる。すなわち、内蔵アンテナの位置を容易な操作で変更でき、複合機１の設置
場所を変更せずともＬＡＮのアクセスポイントとの位置関係に応じた電波強度・指向性が
得られるようになる。
【００４０】
　このように、上述の本実施形態によれば、装置本体２の前面側に操作部３０が設けられ
ている複合機１であって、外部と通信するアンテナ部４２が、操作部３０に設けられてい
る、という構成を採用することによって、アンテナの送受信性能を向上させることができ
る複合機１が得られる。
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【００４１】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態
と同一又は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略す
る。
【００４２】
　図６は、本発明の第２実施形態における操作部３０の側面図である。図７は、本発明の
第２実施形態におけるアンテナ切替部４４の構成図である。
　図６及び図７に示すように、第２実施形態では、操作部３０の水平面に対する角度θに
応じて、アンテナ切替部４４を動作させる制御部５０を有する点で、上記実施形態と異な
る。
【００４３】
　第２実施形態では、図６に示すように、操作部３０の水平面に対する角度θを調整する
角度調整部６０を有する。角度調整部６０は、操作部３０に設けられた水平方向に延在す
る回転軸６１と、装置本体２に設けられて回転軸６１を回転自在に支持する軸受部６２と
、を有する。このように、第２実施形態の操作部３０は、ユーザーによって使用しやすい
任意の角度θに調整可能となっている。
【００４４】
　ところで、ユーザーが操作しやすい配慮のために操作部３０の角度θを変更すると、ア
クセスポイントの位置によっては電波強度や電波の指向性が変化することもあり、例えば
、角度調整前の第１アンテナ４３Ａよりも第２アンテナ４３Ｂの方が送受信性能について
有利になる場合がある。そのため、第２実施形態の制御部５０は、操作部３０の角度調整
に伴い送受信性能の有利な方にアンテナ接続を自動的に切り替えるようになっている。
【００４５】
　制御部５０は、図７に示すように、角度検出センサー５１によって操作部３０の角度θ
を検出し、当該検出結果に基づいて駆動装置５２を駆動させ、アンテナ切替部４４を操作
するように構成されている。角度検出センサー５１としては、操作部３０の回転軸６１の
回転角度を検出するロータリーエンコーダーや、重力方向を検出することにより操作部３
０の角度を検出する多軸加速度センサー等を採用することができる。また、駆動装置５２
としては、ラックピニオン構造やボールネジ構造等を採用し、切替用レバー４６をモータ
ーで駆動させるもの等が採用できる。
【００４６】
　制御部５０は、操作部３０の角度θと、その角度θに対応する第１アンテナ４３Ａ、第
２アンテナ４３Ｂの送受信性能の強弱についての対応関係を予め実験等で計測し、その対
応関係を規定したテーブルデータを内部メモリに記憶している。このため、制御部５０は
、角度検出センサー５１の検出結果を当該テーブルデータと照合し、その照合に基づいて
駆動装置５２を介して切替用レバー４６を操作し、送受信性能の有利な方にアンテナ接続
を切り替えるようにアンテナ切替部４４を動作させる。
【００４７】
　このような第２実施形態によれば、操作部３０に角度調整部６０により角度調整可能な
場合であっても、操作部３０の水面に対する角度θの調整により、例えば電波強度が第１
アンテナ４３Ａよりも第２アンテナ４３Ｂの方が有利になった場合には、自動的に第２ア
ンテナ４３Ｂにアンテナ位置を切り替えることができる。したがって、第２実施形態によ
れば、ユーザーが操作部３０の角度調整した場合であっても、切替用レバー４６を操作せ
ず自動的にＬＡＮのアクセスポイントとの位置関係に応じた電波強度・指向性が得られる
ようになり、ユーザーの操作により適したものとなる。
【００４８】
　以上、図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記
実施形態に限定されるものではない。上述した実施形態において示した各構成部材の諸形
状や組み合わせ等は一例であって、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等
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に基づき種々変更可能である。
【００４９】
　例えば、上記実施形態では、本発明に係る画像形成装置として複合機１を参照しながら
説明したが、本発明はこれに限定されず、コピー機などの他の画像形成装置に適用するこ
とができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１…複合機（画像形成装置）、２…装置本体、３０…操作部、３３Ａ…操作キー基板、
３３Ｂ…操作キー基板、４２…アンテナ部、４３Ａ…第１アンテナ、４３Ｂ…第２アンテ
ナ、４４…アンテナ切替部、５０…制御部、６０…角度調整部

 

【図１】 【図２】
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